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溜が存在し，それに接して約20ccの凝血した脳内血 患者で Bleomycin150mg, 6°Co3, 600 Radsの照射後，
腫を認めた．血腫を除去し， 動脈溜頚部を clipping 腫蕩の縮少したのを確認し，右下顎骨切除，口腔底及
し動！派癌褒を切除した．動脈癌壁の病理組織標本lζて び舌，側方%の切除，右頚部廓清を行ない， Cervical










































































































































































癒々 と認めた． ζれを鵠除する腹膜翻転部直腸より S
字状結腸下端にかけ腸間膜附着部反対側lζ5.0cm穿孔
を認めた． 同部は組織学的に colitisのみであり，腫
癌とは3.0c皿離れて居た．患者は18日自に急性腎不全
で死去した．
15.新生児S状結腸直腸移行部平滑筋腫
の1例
県立岐阜病院外科
川迫美之，日野輝夫，阿部逮彦，
渋谷智顕，三尾六蔵，須原邦和
消化管の平滑筋腫は比較的稀な疾患であるが，中で
も結腸の平滑筋腫は少なく更に新生児のそれは稀有で
ある．我々は最近，新生児の本症で腫蕩部の穿孔も合
併していたl例を経験したので報告する． 症例，生后
18日目の男児，家族歴lι特記すべきことなし．現病歴
妊娠中，母体IC異常なく，満期安産す．生下時体重
2800gr.生后，吐乳，腹部膨満強くなり，透腸造影lζ
2ヒルシュスプルング氏病の疑いにて外科転科，生后
18日自に開腹する. s状結腸直腸移行部IC金周様の墜
肥厚を認め，岡部lζ穿孔を認めた．同腫湯部分を切除
し，人工紅門放置し，閉腹す．術后26日目IC体重 335
grとなり退院し，現在， 腸管再建術を待機し， 以米
通院中である．
16. 回盲部腹壁に発生した脂肪肉腫の1例
岐大第2外科
足立泰，大橋広文，樫木良友，
国枝篤郎，
中検病理
下川泰邦
症例60才女性，入院4ヶ月前より回盲部腹壁に鶏卵
大の無痛性腫湯を認め， 某医lζて摘出術をうけ脂肪・肉
腫と診断された． 1カ月後同部lζ腫湯の再発を来し，
小児頭大となったため8月当科へ入院した．脂肪肉腫
再発と診断し直ちに摘出術を施行した．臆療は被膜で
覆われた実質性腫蕩で中心部は壊死lζおちいり空洞を
形成していた．組織診断は脂肪肉腫で Enterlineの
Group-V K属する悪性皮の高いものであった．術後
創離闘をみたが肉芽形成をまって一次的縫合により治
癒せしめた． コバルト60照射 6000rad行ない，術后
5ヶ月を経過した現在再発を認めていない．我々は回
盲部腹壁lζ発生した脂肪肉腫の1例を経験したので若
干の文献的考察を加え報告した．
